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井
全
太
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、
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本
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信
3
五
名

記
念
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典
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行
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る
、
會
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、
野
口
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、
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績

手
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改
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品

(n-n至
―
―
一
月
）
大
隅
學

政

治

話

（

自

四

月

翌

ハ

月

）

黒

田

學

相

話

(n九
JJ
至
下
二
月
）
近
作
學
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士士士

通

俗

講

演

節

JJ
第
三
火
躍

大

塚

師

本
年
の
請
義
講
演
如
左

史
眼
に
映
じ
た
る
現
代
欧
洲

±

瞭

講

演

侮

週

土

曜

（
自
一
月
ぎ
1

一月）

時

野

谷

博

士

宇
宙
の
梢
造
（
自
一
月
翌
一
月
）
荒
木
學
士

H
本
語
原
學
概
論
（
自
四
月
至
六
月
）
新
村
博
士

柚
木
正
成
（
自
九
月
至
九
年
一
二
月
）
中
村
學
士

H
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國
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（
自
九
月
至
十
二
月
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士



▲
十
一
月
―
―

-
H

見
學

ら
能
く
御
考
究
な
さ
る
こ
マ
J

を
希
望
す
る
。

色
々
質
間
應
答
な
ざ
あ
h
て
十
時
す
ぎ
散
會
，

綺
先
生
ま
た
息
想
問
題
に
就
て
所
威
を
述
べ
ら
れ
、

言
葉
も
あ
る
°
業
務
も
お
あ
り
だ
ら
う
が
、
か
た
は

川
先
生
の
「
懐
徳
党
夜
話
」
に
就
て
の
講
話
あ
り
、
江

こ
こ
が
大
切
で
あ
る
0

論
語
は
我
が
師
な
り
ご
い
ふ

午
後
七
時
よ
り
評
議
員
勝
本
先
生
の
所
威
、
及
び
吉

語
マ
J

は
な
ら
び
行
は
れ
て
悸
ら
な
い
t
°
信
ご
い
ふ

年
賀
式
あ
り
、
古
田
、
岡
山
雨
先
生
、
會
員
敷
名
魯
集

▲
一
月
十
九
日

茶
語
會

の
を
喜
ぶ
°
澁
澤
榮
一
翁
も
い
つ
て
ゐ
る
、
算
盤
マ
J

論

に
、
此
の
懐
徳
党
に
来
て
、
御
講
習
に
な
っ
て
ゐ
る

▲
昭
和
入
年
一
月
l

日

年

賀

息
ふ
大
阪
の
や
う
な
土
地
で
、
今
H
の
や
う
な
時
勢

出
席
者
約
四
十
名
c、

ゐ
b
懐
徳
党
の
古
ヘ
セ
し
の
ぶ
巾
が
出
来
て
滴
足
に

皇
陵
巡
拝
會
の
説
明
な
ざ
あ

b
て
十
時
す
ぎ
散
會
、

懐
徳
党
の
事
は
、

か
ね
が
ね
聞
い
て
ゐ
る
0

今

H
ま

就
て
の
請
話
あ
り
、
後
茶
話
會
に
移
り
、
同
先
生
よ
り

請
生
に
訓
語
せ
ら
れ
る
。
要
旨
は
左
の
通
り
で
あ
る
(v

午
後
七
時
よ
り
理
事
江
崎
先
生
の
後
光
明
天
皇
に

午
後
二
時
、
消
浦
伯
爵
来
党
せ
ら
れ
、
講
党
に
て
聴

十
年
獄
紹
聴
講
の
好
學
章
を
受
く
。3

會
誌
第
十
腕
を

列
行
頒
布
す
る
。

▲
十
二
月
十
五

H

茶
話
會

▲
十
月
二
十
六
H

消
湘
伯
爵
訓
話

爵
別
邸
の
古
銅
器
を
楚
観
す
る
。

北
白
川
の
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
及
び
住
友
男

木

合

記

事

吉
田
、
岡
山
雨
先
生
を
初
め
一
行
四
十
餘
名
、
京
都

1

1

-

入



本

合

記

事

の
人
逹
に
、

學
間
を
行
重
す
る
や
う
に
盛
ん
に
す

1

二
九

に
つ
ヽ
ま
れ
た
る
大
阪
を
あ
マ
J

に
し
、

大
津
に
て
高

な
さ
る
の
は
私
は
非
常
に
ぅ
れ
し
く
息
ふ
0

大
阪

外
に
多
く
約
四
十
名
の
同
志
を
得
て
朝
八
時
、
媒
煙

此
の
懐
徳
党
へ
、

業
務
の
餘
暇
に
和
漠
の
原
問
を

條
樹
紳
祉
参
拝
の
案
内
朕
を
出
せ
し
に
、

希
望
者
案

學
が
い
>
こ
い
ふ
間
違
っ
た
考
を
持
つ
て
ゐ
る
。

▲
五
月
七

H

株
樹
神
祉
塗
拝

花
は
赤
い
、
自
分
の
士
地
の
も
の
よ
り
西
洋
の
文

向
す
る
。

は
餅
届
こ
い
ふ
偏
見
を
持
つ
て
ゐ
る
Q

又
他
人
の

lt
分
―
町
本

t
寺
な
る
故
松
山
先
生
の
墓
に
詣
で
回

餅
は
餅
屋
ご
い
ふ
諺
が
あ
り
ま
す
、

日
本
人
は
餅

今
井
、
吉
川
雨
先
牛
を
初
め
合
員
十
敷
名
、
明
石
市

き
た
い
」
マ
J

大
塚
先
生
の
御
挨
拶
あ

b
、
阪
倉
先
生
は

▲
四
月
一
l

十―
1
-
H

故
松

lll先
牛
様
に
危
詣

「
共
々
に
切
磋
琢
磨
し
て
向
上
の
一
路
を
辿
つ
て
ゆ

川
す
者
な
ざ
あ
り
て
和
氣
慮
々
靴
に
閉
會
す
る
。

ん
こ
こ
を
お
願
す
る
」
'
y
J

今
井
先
生
の
御
紹
介
あ
り
、

よ
い
」
マ
J

の
今
井
先
生
の
仰
せ
に
、
色
々
希
望
を
持

者
四
十
名
り
「
願
く
ば
共
々
に
協
力
し
て
湖
力
致
さ
れ

•
f
Jた
の
も
し
ぎ
御
挨
拶
あ
り
、

「
枝
葉
を
つ
け
れ
ば

阪
倉
篤
太
郎
雨
先
生
の
歓
迎
茶
話
會
を
開
く
、
出
席

知
つ
て
ゐ
る
時
代
が
必
す
や
来
る
だ
ら
う
こ
思
ふ

務
の
投
告
あ
り
、
幹
直
を
改
選
す
。
引
紺
き
大
塚
末
雄

な
b
、
常
識
マ
J

し
て
文
學
ミ
か
哲
限
ご
か
誰
で
も

午
後
七
時
よ
り
党
友
會
継
會
を
開
催
、
會
計
及
び
庶

た
い
こ
息
ふ
0

大
阪
の
商
工
業
の
も
っ
マ
品
盛
ん
に

▲
旧
月
七

H

継
會
、
大
塚
、
阪
倉
雨
先
生
散
迎
會

る
や
う
に
、
此
の
士
地
に
生
れ
た
者
ご
し
て
努
め



畠
后
陛
下
の
ま
だ
良
ー
ナ
女
王
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
時
分
に

暮
れ
ゆ
く
湖
水
の
絶
蚊
を
心
ゆ
く
ば
か
り
味
ひ
つ
>
各

外
に
信
用
を
博
せ
し
者
あ
る
に
至
る
」
廣
大
な
る
紳
邸

に
就
て
高
瀬
先
生
の
御
請
面
セ
承
る
。
特
に
許
さ
れ
て

づ
る
め

b‘

或
は
白
販
岬
社
に
参
拝
す
る
も
の
あ
り
、

串
セ
棒
げ
祉
務
所
に
て
休
息
。
「
抜
本
寒
源
；

．．
 

遠
く
悔

き
を
仰
ぎ
、
青
葉
に
包
ま
れ
た
農
村
セ
見
渡
し
つ
ヽ
峠
~

党
々
た
る
祉
前
に
北
ひ
、
祉
司
に
導
か
れ
て
岬
前
に
玉

静
か
に
聞
き
、
山
顛
に
白
雪
未
だ
消
ね
ぬ
比
良
の
山
高

の
箪
で
あ
る
0

邊
阪
の
神
祉
ご
し
て
は
餘
り
に
結
構
UJ

展
覧
し
て
あ
る
3

再
び
計
務
所
に
戻
り
て
雀
蛙
の
磐
セ

見
事
に
も
の
さ
れ
て
ゐ
る
3

傍
な
る
揉
石
は
杉
油
先
生

川
せ
ら
れ
し
こ
い
ふ
孝
純
、
洒
壺
、
暖
簾
、
衣
服
な
ぐ
J

見
ゆ
る
が
膝
樹
神
社
で
あ
る
ぃ
扁
額
は
東
郷
元
帥
の
謳
口
、

愛
の
膝
な
り
、

藤
樹
書
院
に
は
＂
追
書
を
は
じ
め
生
前
使

遥
か
亭
々
ゞ
）
空
に
貸
ゆ
る
松
敷
株
、
石
の
大
鳥
居
な
ざ

町
、
道
路
の
左
側
に
年
古
り
た
る
株
あ
り
、
先
生
の
逍

安
蛉
騨
に
て
下
車
、
東
へ
行
く
こ
マ
J

卜
町
に
し
て
右
折
、

の
木
像
の
生
け
る
が
如
き
御
姿
を
拝
す
。
行
く
こ
ご
敷

江
富
士
な
ざ
判
岸
の

111々
設
み
て
見
ゆ
る
も
う
れ
し
。

祭
に
門
人
の
建
立
せ
し
も
の
ご
い
ふ
。
苦
提
寺
に
安
骰

湖
畔
を
走
る
、
）
水
泊
く
し
て
湖
底
の
石
を
敷
ふ
べ
く
、
近

――
-10 

藤
樹
先
生
の
墓
あ
り
、
白
き
膵
芙
し
く
疾
く
、

五
十
年

・
樹
先
生
の
音
セ
し
の
ぶ
0

蹄
迩
、
網
壼
先
生
の
経
に
詣

葉
を
眺
つ
A

北
進
す
る
こ
ご
一
二
十
分
に
し
て
機
動
車
は

御
文
章
セ
介
難
く
拝
し
奉
る
0

行
く
こ
ご
一
町
に
し
て

わ
て
江
若
鐵
道
に
乗
換
る
。
右
に
左
に
殆
ざ
一
面
の
若

り
拝
し
、
共
の
神
々
し
き
御
筆
跡
r

條
理
を
盛
し
た
る

瀬
、
大
塚
雨
先
生
を
初
め
、
京
都
よ

b
差
加
の
人
々
を
迎

下
さ
れ
た
「
中
江
藤
樹
ご
い
ふ
御
作
文
セ
ま
の
あ
た

本

合

記

事



本

會

記

事

後
醍
醐
天
息
は
御
存
冊
中
御
譲
位
の
こ
ご
な
く
天

中
村
先
生
を
迎
へ
、
十
時
頃
よ
り
天
野
殿
に
て
賓
物

を
唸
観
、
後
醍
醐
天
皇
陵
に
参
拝
す
る
。

―-
H
早
朝
、
御
病
氣
な
る
に
特
に
お
越
し
下
さ
れ
し

地
講
演
あ
b
、
子
守
紳
社
へ
登
り
、
ま
た
如
意
輪
党

光
淡
＜
党
塔
を
覆
ひ
、
懐
古
の
俯
を
禁
す
る
能
は
す
。

吉
野
山
竹
林
院
に
て
一
泊
、
翌
朝
、
中
村
先
生
の
臨

▲
七
月
一

H

吉
野
登
山

▲
九
月
二
日

天
野
山
、
観
心
寺
雨
史
踏
見
學

午
後
五
時
難
波
繹
登
、
天
野
山
金
剛
寺
に
て
宿
泊
、
月

三

の
臨
地
講
演
あ
b
、
六
時
、
加
茂
騨
登
、
蹄
阪
す
る
。

田
、
岡
山
雨
先
生
を
初
め
魯
加
す
る
も
の
一
二
十
名
。

村
先
生
の
説
明
を
承
り
、
恭
仁
宮
趾
に
て
巾
村
先
生

拝
見
後
、
「
解
脱
上
人
」
の
御
語
を
邦
聰
し
て
僻
去
、

海
仕
仙
寺
に
登
り
党
塔
拝
観
、
其
の
建
築
に
就
て
中

膵
尤
生
の
恭
仁

iIi荘
訪
問
、
宋
元
版
内
外
典
の
展
観

中
村
先
生
の
講
演
を
聴
含
て
下
川
、
加
茂
騨
下
車
、
内

に
登
る
。
山
中
の
史
蹟
順
覧
後
、
笠
骰
寺
へ
引
返
し
、

午
前
九
時
、
笠
骰
認
到
着
｀
一
行
四
十
除
名
、
笠
閥
Jll

▲
六
月
四

H

笠
骰
登
山
、
恭
仁
山
荘
訪
問

々
家
路
を
恐
ぐ
。

復
マ
r
し
て
お
か
く
れ
に
な
っ
た
。
そ
の
後
ま
た
沙

汰
や
み
に
な
っ
て
ゐ
た
の
を
、
明
治
天
泉
に
至
っ

て
御
存
懺
巾
御
譲
位
の
こ
マ
J

な
き
に
ポ
っ
た
0
m心

召
が
賓
に
大
き
い
。
こ
ん
な
所
で
お
な
く
な
り
に

な
っ
た
御
心
中
さ
こ
そ
ご
拝
察
し
奉
る
°
勤
王
の

志
士
が
延
元
陵
に
お
9

叩
り
し
て
威
憤
す
る
。
明
治

天
息
に

f
つ
て
復
興
す
る
。

111
心
想
の
淵
源
は
面
白

い
ご
こ
ろ
に
あ
る
。

な
ざ
御
講
話
あ
り
、
吉
水
神
社
r

巌
王
党
、
吉
野
神

宮
順
邦
、
そ
れ
ぞ
れ
中
村
先
生
の
釘
説
明
あ

b
、
吉



の
過
去
一
年
は
、
我
が

Fl
本
圃
マ
J

し
て
誠
に
光
輝
あ
る

行
を
共
に
す
る
も
の
少
き
も
三
十
名
を
下
ら
す
、
諸
先

昨
秋
、
前
披
刊
行
の
際
．
國
歩
銀
難
を
絶
叫
し
て
以
来

る
、
亦
意
義
な
き
に
あ
ら
す
、
務
起
行
の
意
に
賛
し
毎
回

山

本

編

輯

を

終

ヘ

栴 て

信

神
社
に
詣
で
、
近
江
理
人
の
餘
澤
に
接
せ
ん
ぐ
J

計
益
す

界
の
椛
威
、
高
瀬
先
生
に
御
紹
介
を
お
願
ひ
し
て
藤
樹

大
楠
公
の
遺
踏
を
尋
ね
て
六
百
年
の
昔
セ
し
の
び
、
斯

闘
を
憶
ひ
、
本
年
は
、
金
剛
山
下
に
、
忠
勇
義
烈
の
櫂
化
。

起
せ
ら
る
ゞ
芙
雄
、
穀
太
閤
の
逍
踏
を
廻
り
て
其
の
雄

拝
観
、
金
堂
に
て
大
楠
公
を
初
め
柚
木
氏
一
族
の
往

復
文
書
を
中
心
に
、
中
村
先
生
が
「
こ
れ
一
通
で
後
醍

醐
天
臭
の
御
政
治
が
わ
か
る
一
ま
た
「
＂
萬
言
い
ふ

て
ゐ
る
よ
り
國
民
教
育
だ
」
な
ぐ
J

ヽ
御
成
朋
あ
り
、

光
厳
天
白
羊
御
分
骨
所
セ
升
し
一
行
自
動
車
に
て
観
心

寺
に
至
り
、

特
に
語
ひ
て
椅
木
氏
一
族
の
文
翡
を
拝

観
、
本
党
に
参
詣
．

後
村
上
天
皇
陵
を
狂
し
、
柚
公

甘
塚
に
詣
づ
°
祉
じ
ぱ
廷
築
の
説
肌
を
承
り
、
寅
物
館

に
て
見
學
、
中
院
を
観
惚
，
寺
務
所
に
於
て
休
息
、

河
合
炸
に
立
寄
り
て
蹄
る
。
刑
事
木
間
湘
先
生
を
初

め
三
十
餘
名
参
加
す
る
。

先
生
の
御
指
尊
を
仰
ぎ
、
昨
年
は
、
大
阪
城
に
よ
っ
て
想

稔
を
の
み
こ
9
J

ヽ
す
べ
き
で
な
い
0

國
史
の
泰
斗
、
中
村

断
大
畝
で
あ
る
。
郊
外
に
散
策
す
る
に
つ
け
て
も
、
唯
遊

進
み
つ
ヽ
あ
る
0

勝
敗
は
最
後
の
五
分
間
に
沢
す
る
°
油

る
而
し
て
時
は
一
九
三
五
年
に
向
つ
て
ま
つ
し
ぐ
ら
に

陛
下
の
御
稜
威
に
よ
る
が
、
ま
た
國
民
一
致
の
賜
で
あ

天
下
セ
呑
む
の
慨
が
あ
っ
た
り
全
く
祖
神
の
御
加
謹
、

編

輯

た

終

へ

て

一
年
で
あ
っ
た
。
自
主
獨
性
、
我
が

H
本
民
族
の
意
氣
．

i 


